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八
月
中
旬
よ
り
管
内
の
圃
場
で
加
工
用

キ
ャ
ベ
ツ
の
定
植
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
降
雨
日
が
多
く
、
定
植
作
業
が
大

幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
定
植
日
が
遅
れ
た
こ

と
か
ら
計
画
よ
り
も
長
い
育
苗
期
間
と
な

り
ま
し
た
が
、
適
切
な
か
ん
水
と
追
肥
対

応
で
健
苗
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
法
人
・
高
島
営
農
で
は
、
八

月
二
十
三
日
か
ら
定
植
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
定
植
作
業
は
畝
立
て
後
に
半
自
動

定
植
機
を
使
用
し
ま
す
。
機
械
を
使
用
す

る
こ
と
で
従
来
の
定
植
作
業
よ
り
も
省
力

化
・
軽
労
化
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
今
年
は

７
経
営
体
が
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
管
内
の
栽
培
面
積
は
3.9
ヘクタール
で

約
１
０
０
トン
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
定
植
し
た
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
は
、

十
月
下
旬
よ
り
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
収

穫
ま
で
の
期

間
も
病
気
、

害
虫
、
雑
草

対
策
を
し
っ

か
り
と
行
い

ま
す
。

　

昨
年
設
立
し
た
「
富
山
県
大
区
画

水
田
露
地
野
菜
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
二
年
目
の
実

証
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
十

月
に
定
植
し
た
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
を

六
月
に
終
え
、引
き
続
き
二
作
目（
同

一
圃
場
で
）
の
に
ん
じ
ん
の
播
種
作

業
を
八
月
二
十
日
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、

見
学
等
に
つ
い
て

は
最
小
限
と
し
作

業
に
関
わ
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン

バ
ー
の
み
で
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
ス

マ
ー
ト
農
業
の
実

証
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
耕
起
作
業
、
ロ

ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
の
直
進
キ
ー

プ
機
能
を
使
用
し

た
２
畦
同
時
成
型

施
肥
・
畝
立
て
播

種
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
播

種
後
は
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
ー
（
圃

場
内
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
）

を
使
用
し
た
適
期
か
ん
水
作
業
も

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
十
一
月
上
旬
の
収
穫

を
目
指
し
、
栽
培
管
理
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
は

じ
め
ス
マ
ー
ト
農
機
が
普
及
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
マ
ー
ト

農
機
が
今
後
、
実
用
可
能
か
ど
う

か
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
の
は
な
農
協
青
果
出
荷
組
合
協
議
会
で
は
、
八
月
三
日
に
視
察

研
修
及
び
第
２
回
役
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
研
修
で
は
、
な
の

は
な
農
協
野
菜
セ
ン
タ
ー
内
の
保
冷
設
備
と
呉
羽
支
店
管
内
の
八
ヶ

山
地
区
に
あ
る
白
ね
ぎ
の
圃
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
を
行
っ
た
な
の
は
な
農
協
野
菜
セ
ン
タ
ー
内
の
保
冷
設
備
は
、

本
年
よ
り
稼
働
し
て
い
る
施
設
で
す
。
視
察
研
修
で
は
Ｊ
Ａ
職
員
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
実
際
に
保
冷
設
備
内
の
様
子
も
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
八
ヶ
山
地

区
に
あ
る
白
ね
ぎ
の
圃
場

を
視
察
し
ま
し
た
。
八
ヶ

山
で
は
以
前
か
ら
白
ね
ぎ

の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
近
年
は
若
手
の

新
規
就
農
者
も
増
え
、
産

地
の
継
承
に
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
昨
年

に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
例
年
開
催
し
て
い

る
会
議
や
研
修
会
が
中
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
て
行
っ
た
視
察
研

修
・
役
員
会
は
数
少
な
い

情
報
交
換
の
場
と
し
て
大

変
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の

定
植
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の

定
植
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

に
ん
じ
ん
播
種

作
業
を
行
う

に
ん
じ
ん
播
種

作
業
を
行
う

な
の
は
な
農
協
青
果
出
荷
組
合
協
議
会

視
察
研
修
及
び
役
員
会保冷設備視察の様子

なのはな農協野菜センター

（農）高島営農　定植作業の様子

ロボットトラクターによる無人での耕起作業 たまねぎのハーベスターでの収穫作業

ロボットトラクターの直進キープ２畦同時成型施肥播種作業スプリンクラーでのかん水作業

圃場巡回の様子
八ヶ山地区　白ねぎ圃場
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八
月
十
二
日
、
管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
早
生
品
種

「
て
ん
た
か
く
」
の
刈
取
適
期
巡
回
を
富
山
県
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
職
員
と
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
営
農
指
導
員
で
行

い
ま
し
た
。

　

刈
取
適
期
巡
回

は
、高
品
質
の「
て

ん
た
か
く
」
を
出

荷
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
行
っ

て
お
り
、
早
刈
り

に
よ
る
青
米
の
混

入
や
刈
遅
れ
等
に

よ
る
胴
割
米
の
発

生
を
防
止
す
る
た

め
、
収
穫
前
ま
で

の
適
切
な
水
管
理

に
努
め
る
よ
う
指

導
し
ま
し
た
。

　

管
内
に
お
い
て
、
早
生
品
種
「
て
ん
た
か
く
」
約
１
５
７
ヘクタール
の
収

穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
出
穂
期
以
降
高
温
が
続
き
刈
遅
れ
等
に
よ
る
胴
割
米
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
籾
黄
化
率

85
％
で
の
収
穫
を
指
導
し
ま
し

た
。

　

管
内
の
乾
燥
調
製
施
設
で
は
、

呉
羽
・
水
橋
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
「
て
ん
た
か
く
」

の
荷
受
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
月
六
日
に
な
の
は
な
農
協
農
業
者
協
議
会
（
会
長　

高
瀬

昌
弘　

会
員
65
名
）
の
視
察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
五
月
二
十
一
日
に
開
所
し
た
公
益
社
団
法
人
・
富

山
県
農
林
水
産
公
社　

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
セ

ン
タ
ー
の
吉
田
課
長
よ
り
、

農
作
業
の
大
幅
な
省
力
化

や
生
産
性
の
向
上
な
ど
を

図
る
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
な
ど
先
端
技
術
を

活
用
す
る
農
業
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
ト
ラ
ク
タ

作
業
や
ド
ロ
ー
ン
操
作
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

な
の
は
な
農
協
農
業
者

協
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

を
踏
ま
え
た
取
組
を
実
施

し
、
研
修
会
な
ど
農
業
技

術
の
向
上
や
会
員
の
交
流

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

高
品
質
生
産
を
め
ざ
し
て

て
ん
た
か
く
刈
取

適
期
巡
回
の
実
施
！

て
ん
た
か
く
刈
取

適
期
巡
回
の
実
施
！

令
和
３
年
産「
て
ん
た
か
く
」収
穫
を
迎
え
る

呉
羽
・
水
橋
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
荷
受
稼
働
！

呉
羽
・
水
橋
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
荷
受
稼
働
！

な
の
は
な
農
協
農
業
者
協
議
会

視
察
研
修
会

視
察
研
修
会

てんたかくの刈取　南部支店管内

収穫されたてんたかくを荷受けするカントリーエレベーター

シミュレーター体験を受ける会員 座学研修を受ける会員

刈取適期巡回の様子
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農
産
物
直
売
所
は
、
お
盆
前
の
八
月
十
一
日

か
ら
十
五
日
ま
で
切
花
の
特
売
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
盆
花
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
生
産
者
の
適
切
な
処
理
で
安
心
・
新
鮮

な
小
菊
・
ユ
リ
・
ア
ス
タ
ー
・
季
節
の
花
々
を
、

多
彩
に
取
り
揃
え
て
特
価
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
は
マ
ス
ク
着
用
で
の

対
応
、
三
密
へ
の
配
慮
、
来
場
者
へ
の
検
温
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
度
の
「
盆
花
フ
ェ
ア
」
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
月
九
日
、
な
の
は
な
農
協
呉
羽
梨
選
果
場

で
、
幸
水
の
初
選
果
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
春
先
の
冷
え
込
み
に
よ
る
遅
霜
の
被
害
を
受

け
、
出
荷
量
は
例
年
の
三
割
程
度
と
な
り
ま
し

た
が
、
甘
み
の
強
い
梨
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、

幸
水
を
中
心
に
十
一
月
上
旬
ま
で
の
出
荷
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

選
果
場
直
売
所
を
中
心
に
販
売
・
発
送
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、幸
水
だ
け
で
な
く
豊
水
・

あ
き
づ
き
・
新
高
・
新
興
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品

種
の
味
覚
を
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
お
楽
し
み
下

さ
い
。

精肉（ＪＡ全農とやま） さつまいも（池多・古沢他） 梨（呉羽・老田）

会　員
募集中

自慢の野菜・花・加工品を
直売所で売ってみませんか。「新鮮・安全・安心」野菜紹介

「新鮮・安全・安心」旬の農産物や
切り花など様々な商品があります
ので、近所の方・友人・知人を誘い
合ってご来店下さい。

富山育ちの「とやま牛」「とやまポーク」
を使用したハンバーグやステーキ肉、
生餃子などなど“ＪＡ全農とやま”プロ
デュース食材を展開中。野菜との相性
も抜群の商品が盛りだくさんです。

ホクホク食感の「紅あずま」「金時」。ねっ
とりした食感の「安納芋」「紅はるか」な
ど好みの食感で選べる品種が増えていま
す。サツマイモはゆっくり加熱することで
甘味が増し食感も変わります。じっくり蒸
すかオーブンで焼くと良いでしょう。

さわやかな甘さ、みずみずしくシャリシャ
リした独特の食感が魅力の梨はカロリー
も低く食後のデザートに最適の果物。
たっぷりの糖分が夏の暑さで疲れた身
体を癒やしてくれます。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

イベント
ホール

盆
花
フ
ェ
ア
で

長
蛇
の
列

盆
花
フ
ェ
ア
で

長
蛇
の
列

呉
羽
梨 

幸
水

の
初
選
果

呉
羽
梨 

幸
水

の
初
選
果

盆花を買い求めるお客様

選果仕分けする様子
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� （単位：円/60kg、税込）
銘柄 等　級 令和３年産概算金単価（加算金込） (参考）令和２年産概算金単価 前年比

富富富
１　等 11,800 14,500 −2,700
２　等 10,000 13,500 −3,500
３　等 9,000 12,500 −3,500

コシヒカリ
１　等 11,000 13,000 −2,000
２　等 10,000 12,000 −2,000
３　等 9,000 11,000 −2,000

てんたかく
てんこもり

１　等 9,500 11,500 −2,000
２　等 8,500 10,500 −2,000
３　等 7,500 9,500 −2,000

その他
うるち

１　等 9,000 11,000 −2,000
２　等 8,000 10,000 −2,000
３　等 7,000 9,000 −2,000

新大正糯
１　等 13,500 14,000 −500
２　等 12,900 13,400 −500
３　等 11,900 12,400 −500

その他もち
１　等 12,700 13,200 −500
２　等 12,100 12,600 −500
３　等 11,100 11,600 −500

※富富富について、栽培マニュアルの流通基準（「検査等級：１等」かつ「化学合成農薬の成分使用回数：12以内」）を満たす米穀には、
　概算金11,000円／60ｋｇ（税込）に800円／60ｋｇ（税込）を加算する。

加工用米
１　等 6,700 8,200 −1,500
２　等 6,100 7,600 −1,500
３　等 5,100 6,600 −1,500

備蓄米
１　等 7,800 9,800 −2,000
２　等 7,476 9,476 −2,000
３　等 6,396 8,396 −2,000

� （単位：円/60kg、税込）
銘　柄 等　級 仮精算金 概算金 追加概算金 合　計 令和元年産最終精算金 前年比

富富富
１　等 0 14,500 − 14,500 15,428 −928
２　等 0 13,500 − 13,500 14,780 −1,280
３　等 0 12,500 − 12,500 13,700 −1,200

コシヒカリ
１　等 0 13,000 − 13,000 13,850 −850
２　等 0 12,000 − 12,000 13,202 −1,202
３　等 0 11,000 − 11,000 12,122 −1,122

てんたかく
てんこもり

１　等 0 11,500 − 11,500 12,710 −1,210
２　等 0 10,500 − 10,500 12,062 −1,562
３　等 0 9,500 − 9,500 10,982 −1,482

その他
うるち

１　等 0 11,000 − 11,000 12,170 −1,170
２　等 0 10,000 − 10,000 11,522 −1,522
３　等 0 9,000 − 9,000 10,442 −1,442

新大正糯
１　等 0 14,000 − 14,000 16,110 −2,110
２　等 0 13,400 − 13,400 15,462 −2,062
３　等 0 12,400 − 12,400 14,382 −1,982

その他もち
１　等 0 13,200 − 13,200 15,030 −1,830
２　等 0 12,600 − 12,600 14,382 −1,782
３　等 0 11,600 − 11,600 13,302 −1,702

令和３年産米農協概算金単価表令和３年産米農協概算金単価表

令和２年産出荷契約米仮精算金単価表令和２年産出荷契約米仮精算金単価表
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　令和３年産米穀出荷契約書の約定事項で、流通経費の項目別単価上限見通しについて明らかにすることとして

おり、下表のとおりとなります。

　なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を行います。

　令和３年産米の販売が終了した時点で種類ごとに共同計算を行い、銘柄・等級別に概算金との差額を精算いた

します。

　なお、概算金の償還額に不足が生じた場合は、出荷契約にもとづき、返還を求めます。

� （単位：円／60Kg個、１等紙袋、消費税込）

流通経費項目名 うるち米 もち米 加工用米 備蓄米

流通・保管等に係る経費 1,620 1,790 1,490 1,185

事故処理費用 10 10 10 10

手数料 726 726 482 726

生産・集荷・販売等に係る経費 152 155 0 0

需給調整経費 22 0 0 0

全国監査委員会費用（監査法人などによる調査費用） 2 2 1 1

その他（産地精米品質向上対策費等） 40 0 0 0

合　　　　計 2,572 2,683 1,983 1,922

令和３年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通しについて令和３年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通しについて

令和３年産米の最終精算令和３年産米の最終精算
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毎年、『肌ずれ米』や『籾混入』
が原因で格下げする事例がみら
れます。
⇒乾燥調製作業前に施設や機械
の点検・調整を徹底しましょう。

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

～「R３　JAなのはな米品質向上運動」実施中～～「R３　JAなのはな米品質向上運動」実施中～

■今後の栽培管理のポイント(収穫期)
１　白未熟粒や胴割米の発生を防ぐため、刈取り５～７日前まで間断かん水を行
いましょう。

２　適期刈取で青未熟粒や胴割米の発生を抑えましょう。
３　適切な乾燥調製で高品質な「なのはな米」に仕上げましょう。

○刈取り５～７日前までは間断かん水によって稲の活力を維持しましょう。
○フェーン現象等の高温が予想される場合は、可能な限り収穫前まで入水しましょう。

○収穫前に必ずほ場ごとに籾の黄化状況を確認しましょう。
　近隣の刈取適期表示も参考にしましょう。

○刈取りは、朝露が完全に落ちて籾が
サラサラした頃から始めましょう。
○刈取った籾は、ヤケ米の発生を防止
するため、４時間以内に乾燥機に張
り込み、通風してください。

※収穫に日数を要する場合は、胴割米発生防止のため、
　籾黄化率80％頃から刈取りを始めましょう。
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落水時期（収穫前日数）
図１ 落水時期と胴割米の発生の関係（H4 農研）

注）図中の数値は収穫時の籾水分（％）
　　品種はコシヒカリ

刈取始め籾黄化率85%頃刈取始め籾黄化率85%頃（出穂後４０日頃）

落水が早いと
稲体活力が低下し、
胴割米が増加します。

○籾水分が17％以下になったら、手動水分計でこまかく水分をチェックしましょう。

張り込み時に籾水分が25％以上または20％未満の場合は、表１を参考にしましょう。
ポイント１　張り込み時の籾水分に応じた乾燥

○玄米水分が14.5 ～ 15.0％になるように乾燥しましょう。
○外気温や湿度、張り込み量に応じた送風温度にしましょう。
○青米の混入程度を確認し、表２を参考に乾燥機を停止しましょう。

ポイント２　仕上げ水分

①ゴムロールが減ったり、硬くなったら新品と交換しましょう。
②籾摺りは、砕米や肌ずれ米の発生を防ぐため、乾燥後２～３日
置いて玄米水分が均一になってから実施しましょう。
③選別は、1.9ｍｍの篩目を使用するとともに、機種毎の適正流
量を守り、屑米を徹底除去しましょう。また、色彩選別機を積
極的に活用し、高品質な米の出荷に努めましょう。

ポイント　適正な調製で整粒歩合80％以上に

整粒歩合が高く、均一な製品に仕上げるため、
カントリーエレベータを利用しましょう。

・生籾の水分のバラツキが大きい場合は、水分ムラを少なくするために、２～３時間の通
風乾燥を行い、送風温度を機種標準より下げて乾燥しましょう。

・籾水分17％程度で一度乾燥を止め、半日程度休止した後に再乾燥（二段乾燥）をしましょ
う。二段乾燥を行うことで、籾間の水分ムラが小さくなり、水分変化も少なくなります。

・ほ場内での胴割米の発生が懸念されるため、通風のみや乾燥温度を機種標準より下げ
（機種標準マイナス５℃の送風温度）、ゆっくり乾燥しましょう。

収穫籾の籾水分

25％以上
の場合

20％未満
の場合

乾燥作業の注意点
表１　乾燥作業の注意点

表２　乾燥機停止水分の目安

胴割米を
絶対出さない！
胴割米を

絶対出さない！

秋の農作業安全運動実施中
（８/20～10/20） 家族や仲間で声をかけ合って、農作業の

事故を防ぎましょう。

熱中症や用水転落事故に注意しましょう

100粒中の
青米粒数

100粒中の
青米粒数

100粒中の
青米粒数

０～５粒
６～10粒
11粒以上

15.0 ～ 15.5%
14.5 ～ 15.0%
14.0 ～ 14.5%

乾く　（－0.5％）
ほとんど変わらない
もどる（＋0.5％）

《籾黄化率の目安》《籾黄化率の目安》

点線内の籾が全て黄化した時期
籾黄化率85～90％です。

刈取時期は籾黄化率
で判断してね！

調製作業4

目指せ
!

目指せ
!なのはな米1等比率95％以上!!なのはな米1等比率95％以上!!

乾燥作業3

刈取りまでの管理1

コシヒカリの適期刈取　2

クサネムの種子

クサネム

クサネムは、種子混入防止のため、
収穫前に必ず抜取りましょう。

胴割米は、搗精時や炊飯
時に割れて砕米になりや
すく、食味が低下します。
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ゃ
が
、
②
災
害
減
免
法
は
、
災

害
に
よ
る
損
害
だ
け
な
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
と
い
う
こ
と
は
、「
災
害
減
免
法
」

を
選
択
で
き
る
の
は
、
災
害
に
よ
る
損
害
を
受

け
た
場
合
だ
け
な
ん
で
や
ん
す
ね
。
対
象
に
な

る
資
産
に
違
い
は
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
・
・
①
雑
損
控
除
は
、
生
活
に
通
常
必
要

な
資
産
が
対
象
、
②
災
害
減
免
法
の
場
合
は
住

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

　
こ
ん
に
ち
は
。
厚
生
連
高
岡
病
院
眼
科
の
阪
口
で
す
。
今
回
は
、
日
本
の
失
明
原
因
で
上
位
で

あ
る
緑
内
障
と
糖
尿
病
網
膜
症
を
テ
ー
マ
に
、
検
査
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
緑
内
障
　
緑
内
障
は
、
眼
の
神
経
（
網
膜
や
視
神
経
）
が
萎
縮
す
る
こ
と
で
視
野
が
欠
け
て
狭

く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
失
明
に
つ
な
が
る
病
気
で
す
。
一
般
的
に
緑
内
障
と
言
え
ば
眼
の
内

部
の
圧
力
（
眼
圧
）
が
高
い
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
70
％
の
方
で
眼
圧
が
正
常

範
囲
で
す
。
ひ
と
た
び
悪
く
な
っ
た
緑
内
障
は
、
残
念
な
が
ら
改
善
し
な
い
た
め
、
進
行
さ
せ
な

い
こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。
緑
内
障
の
診
断
や
進
行
の
判
定
に
は
、
視
野
検
査
（
見
え
る
広
さ
）

と
眼
底
検
査
（
特
徴
的
な
眼
の
神
経
の
変
化
）
の
両
方
が
必
要
で
す
。
眼
底
検
査
に
お
い
て
、
ご

く
わ
ず
か
な
悪
化
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
網
膜
や
視

神
経
の
変
化
を
さ
ら
に
鋭
敏
に
検
出
で
き
る
光
干
渉
断
層
計
（O

ptical coherence 
tom

ography : O
CT

）
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
緑
内
障
は
か
な
り
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が

乏
し
い
病
気
で
あ
り
、
定
期
的
な
検
査
が
重
要
で
す
。

②
糖
尿
病
　
糖
尿
病
に
は
３
大
合
併
症
（
眼
、
腎
臓
、
神
経
）
が
あ
り
、
眼
の
合
併
症
を
糖
尿
病

網
膜
症
と
言
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
悪
化
の
程
度
が
あ
り
、
そ
の
診
断
の
た
め
に
今
も
昔
も
変
わ

ら
ず
最
も
重
要
と
言
え
る
の
が
、
眼
底
検
査
で
す
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
硝
子

体
注
射
、
手
術
な
ど
の
治
療
方
針
が
決
ま
り
ま
す
。
眼
底
検
査
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
当
科

で
は
広
角
眼
底
カ
メ
ラ
の
導
入
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
で
す
と
、
詳
細
な
眼
底
検
査
の
た

め
に
は
瞳
を
開
く（
散
瞳
検
査
）こ
と
が
必
要
で
す
。
広
角
眼
底
カ
メ
ラ
は
レ
ー
ザ
ー
光
を
使
う
こ

と
で
、
瞳
を
開
か
ず
に
、
し
か
も
従
来
の
カ
メ
ラ
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
広
い
範
囲
の
眼
底
写
真

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
目
瞭
然

で
す
）。
散
瞳
ま
で
の
待
ち
時
間（
30
分
〜
１
時
間
）が
不
要
に
な

り
、
診
察
後
は
す
ぐ
に
い
つ
も
通
り
車
の
運
転
な
ど
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
感
染
症
対
策
が
重
視
さ
れ
る
情
勢
に
お
い
て
、
院

内
滞
在
時
間
の
短
縮
と
い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
有
益
な
器
械
で

す
。
糖
尿
病
網
膜
症
は
急
速
に
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
、
変
化
を

見
逃
さ
な
い
た
め
に
、
こ
ま
め
な
眼
底
検
査
が
大
切
で
す
。

　
い
ず
れ
の
病
気
で
も
、
状
態
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
方
で
は

１
〜
２
か
月
毎
、
安
定
し
て
い
る
方
で
も
半
年
〜
１
年
毎
に
診
察

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
適
切
な
診
断
や
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ぜ
ひ
定
期
的
な
診
察
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
厚
生
連
高
岡
病
院
眼
科
の
阪
口
で
す
。
今
回
は
、
日
本
の
失
明
原
因
で
上
位
で

あ
る
緑
内
障
と
糖
尿
病
網
膜
症
を
テ
ー
マ
に
、
検
査
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
緑
内
障
　
緑
内
障
は
、
眼
の
神
経
（
網
膜
や
視
神
経
）
が
萎
縮
す
る
こ
と
で
視
野
が
欠
け
て
狭

く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
失
明
に
つ
な
が
る
病
気
で
す
。
一
般
的
に
緑
内
障
と
言
え
ば
眼
の
内

部
の
圧
力
（
眼
圧
）
が
高
い
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
70
％
の
方
で
眼
圧
が
正
常

範
囲
で
す
。
ひ
と
た
び
悪
く
な
っ
た
緑
内
障
は
、
残
念
な
が
ら
改
善
し
な
い
た
め
、
進
行
さ
せ
な

い
こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。
緑
内
障
の
診
断
や
進
行
の
判
定
に
は
、
視
野
検
査
（
見
え
る
広
さ
）

と
眼
底
検
査
（
特
徴
的
な
眼
の
神
経
の
変
化
）
の
両
方
が
必
要
で
す
。
眼
底
検
査
に
お
い
て
、
ご

く
わ
ず
か
な
悪
化
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
網
膜
や
視

神
経
の
変
化
を
さ
ら
に
鋭
敏
に
検
出
で
き
る
光
干
渉
断
層
計
（O

ptical coherence 
tom

ography : O
CT

）
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
緑
内
障
は
か
な
り
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が

乏
し
い
病
気
で
あ
り
、
定
期
的
な
検
査
が
重
要
で
す
。

②
糖
尿
病
　
糖
尿
病
に
は
３
大
合
併
症
（
眼
、
腎
臓
、
神
経
）
が
あ
り
、
眼
の
合
併
症
を
糖
尿
病

網
膜
症
と
言
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
悪
化
の
程
度
が
あ
り
、
そ
の
診
断
の
た
め
に
今
も
昔
も
変
わ

ら
ず
最
も
重
要
と
言
え
る
の
が
、
眼
底
検
査
で
す
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
硝
子

体
注
射
、
手
術
な
ど
の
治
療
方
針
が
決
ま
り
ま
す
。
眼
底
検
査
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
当
科

で
は
広
角
眼
底
カ
メ
ラ
の
導
入
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
で
す
と
、
詳
細
な
眼
底
検
査
の
た

め
に
は
瞳
を
開
く（
散
瞳
検
査
）こ
と
が
必
要
で
す
。
広
角
眼
底
カ
メ
ラ
は
レ
ー
ザ
ー
光
を
使
う
こ

と
で
、
瞳
を
開
か
ず
に
、
し
か
も
従
来
の
カ
メ
ラ
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
広
い
範
囲
の
眼
底
写
真

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
目
瞭
然

で
す
）。
散
瞳
ま
で
の
待
ち
時
間（
30
分
〜
１
時
間
）が
不
要
に
な

り
、
診
察
後
は
す
ぐ
に
い
つ
も
通
り
車
の
運
転
な
ど
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
感
染
症
対
策
が
重
視
さ
れ
る
情
勢
に
お
い
て
、
院

内
滞
在
時
間
の
短
縮
と
い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
有
益
な
器
械
で

す
。
糖
尿
病
網
膜
症
は
急
速
に
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
、
変
化
を

見
逃
さ
な
い
た
め
に
、
こ
ま
め
な
眼
底
検
査
が
大
切
で
す
。

　
い
ず
れ
の
病
気
で
も
、
状
態
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
方
で
は

１
〜
２
か
月
毎
、
安
定
し
て
い
る
方
で
も
半
年
〜
１
年
毎
に
診
察

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
適
切
な
診
断
や
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ぜ
ひ
定
期
的
な
診
察
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

阪口　仁一

厚生連高岡病院
眼科医長

受
け
ま
し
ょ
う

目
の
定
期
診
察
を

─
災
害
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
─

−10− No.330 令和３年９月１日発行



おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

コ
ケ
愛
好
家
に
よ
る
、
全
国
の
コ
ケ
ス
ポ
ッ

ト
の
魅
力
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詰
ま
っ
た
初
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
街
中
や
郊
外
な
ど
の
身
近

な
場
所
か
ら
、
苔
寺
な
ど
旅
先
で
観
察
し
た

い
名
所
ま
で
多
数
紹
介
。
観
察
方
法
や
持
ち

物
な
ど
基
本
情
報
も
網
羅
。

定価：1,700円＋税
日本全国もふもふコケめぐり
コケ見っけ！70歳からの

ゆる～い筋トレ＆ストレッチ

レ
モ
ン
好
き
必
見
！

　し
ぼ
り
汁
は
も
ち
ろ

ん
、
香
り
の
よ
い
皮
ま
で
余
す
こ
と
な
く
使

い
切
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
レ
シ
ピ
集
。料
理
・

お
菓
子
・
保
存
食
と
幅
広
く
紹
介
。
栄
養
素

や
保
存
法
な
ど
基
本
知
識
も
網
羅
。
レ
モ
ン

の
す
べ
て
が
丸
わ
か
り
。

定価：1,500円＋税
ベストレシピBOOK
まるごとレモン

介
護
事
業
経
験
の
あ
る
著
者
が
教
え
る
、
介

護
予
防
の
た
め
の
筋
ト
レ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
。

無
理
せ
ず
で
き
る
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

誰
で
も
安
心
し
て
は
じ
め
ら
れ
る
。
い
つ
ま

で
も
元
気
に
歩
い
て
買
い
物
に
行
け
る
体
を

作
れ
ば
一
生
介
護
不
要
に
！

定価：1,400円＋税

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

作り方 材料（４人分）

赤
エ
ビ
と

キ
ュ
ウ
リ
の

香
味
炒
め

米
ナ
ス
と

カ
ボ
チ
ャ
の
唐
揚
げ

西
京
み
そ
ソ
ー
ス

米ナス
（皮をピーラーでむき縦に4等分にする）
カボチャ（蒸して一口大にカット）
モロッコインゲン（ゆでて斜めにカット）
片栗粉
サラダ油
　　かつおだし
　　西京みそ
　　しょうゆ
　　砂糖
　　みりん
　　おろしショウガ
　　シメジ（ばらした物）

1個

1/8個
2本
適宜
適宜

1カップ
大さじ2
大さじ1
大さじ1
大さじ1
小さじ1
1株

（１）フライパンにサラダ油を熱し、赤エビ
をいれ弱火で両面を焼き（片面4～5分
ほど）フライパンから取り出す。

（2）フライパンにＡを入れ、塩、こしょう
をして中火で2～3分炒める。

作り方

（3）（１）の赤エビをフライパンに戻し、Ｂ
の合わせ調味料を入れ強火でサッと
炒める。

（4）（3）を器に盛り付け、トマトをあしら
い出来上がり。

（１）米ナスとカボチャに片栗粉を薄くは
たき、180度に熱したサラダ油で揚
げる（米ナスは3～4分ほど、カボ
チャは30秒ほど）。

（2）鍋にＡの西京みそソースを入れ中火
で2/3ほどになるまで煮詰める。

（3）皿に揚げた米ナスとカボチャを盛り
付け、（2）の西京みそソースを上か
ら回し掛ける。

（4）モロッコインゲンを飾り出来上がり。

材料（4人分）
赤エビ（塩を振って30分ほど置いた物）
　　キュウリ（乱切り）
　　エリンギ（さいの目切り）
　　ピーナツ（砕いた物）
トマト
サラダ油
塩
こしょう
　　豆板醤（とうばんじゃん）
　　料理酒
　　砂糖
　　しょうゆ
　　酢
　　ごま油
　　おろしショウガ
　　おろしニンニク

4尾
2本
2本

20粒ほど
2個

大さじ1
少々
少々

小さじ1
大さじ2
小さじ2
小さじ2
小さじ2
小さじ1

小さじ1/2
小さじ1/2

Ａ

Ｂ・
合
わ
せ
調
味
料

Ａ・
西
京
み
そ
ソ
ー
ス

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
（答は13Ｐ）
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JA-SS 9月のお得なキャンペーン情報!

5日間！！5日間！！
お問合せ先

和合給油所
TEL 076‒435‒3050

JAなのはな

特売日!特売日!
9月2日・9日・16日・23日・30日の9月2日・9日・16日・23日・30日の

ハイオク・レギュラー・軽油対象ハイオク・レギュラー・軽油対象

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

１ℓあたり１ℓあたり

毎週
木曜日は
毎週
木曜日は

JAなのはな総合
機械センター 自動車課

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

富山市田尻東2－1　TEL 076－435－0055　FAX 076－435－0030

● ご用命は当整備工場へ ●

秋の機械対応並びに臨時営業日について
呉羽営農経済センター・水橋営農経済センター

総合機械センター・呉羽営業所・水橋営業所は
9月20日（月、敬老の日）まで無休で秋の機械対応をいたします。

9月11日（土）臨時営業日 午前8時30分～午後5時まで営業時間
※生産資材関係の自引対応をいたします。

＊なお、資材センターは、3月から10月まで休みなく営業しております。（午前8時30分～午後6時まで）

ゲートボール親善大会・年金友の会パークゴルフ大会
開催中止のお知らせ

この度、新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑み、
開催中止を決定いたしました。
会員皆様のご理解とご協力の程、よろしくお願いいた
します。 なのはな農協年金友の会
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答え
１…栗が一つ割れてい

る
３…赤トンボが増えて

いる
６…栗ご飯の量が違う
10…しょうゆ差しの位

置が違う
12…湯飲み茶わんの形

が違う

◆付議事項
・農林中央金庫に対する永久劣後ローンの参照金利変更
について
・貸出について
・にんじん選別調製設備管理規程の制定及び令和3年度
利用料金の設定について
・法人の准組合員加入について
・出資金の減額について
◆報告事項
・７月末残高試算表について
・７月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
・貸出について
・令和3年産米検査計画について
・農産物検査法施行規則の一部改正について
・令和3年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価
上限見通しについて
・体制整備モニタリング報告について
・内部監査結果について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

5,314人
5,450人

1150億 437万円
923億3460万円
176億3302万円
2281億3155万円
21億7972万円
2億1815万円

　夏〜晩秋にかけて長く花を咲かせることから日本では
百日草(ヒャクニチソウ)と呼ばれます。ちなみに江戸末期
に我が国に入ってきたときは長久草とも呼ばれ、古くか
ら仏花としてなじみのある花です。品種改良の良く進ん
だ草花のひとつで、豊富な花色と個性的な花形で花壇な
どに広く利用されています。

役員会報告　8月26日（木）開催

JAなのはな概況　（7月31日現在）

表紙説明《百日草（ヒャクニチソウ）》

JA日誌JA日誌
 ８． ９ 呉羽梨幸水初選果
 11 盆花フェア（～15日）

 26 役員会
  支店長会議

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 水 上半期末監事監査（生産資材課・農産物直売所・

グリーンパワー・水橋支店）

2 木 上半期末監事監査（南部支店・中部支店・西部支店）

3 金 上半期末監事監査（北部支店・機械課・自動車課）

4 土

5 日

6 月 定休日（農産物直売所）
上半期末監事監査（東部支店・農協会館支店）

7 火 上半期末監事監査
（呉羽支店・水橋営業所・呉羽営業所）

8 水 上半期末監事監査
（和合支店・販売流通課・和合給油所）

9 木

10 金 上半期末監事監査（八尾支店）

11 土

12 日

13 月 定休日（農産物直売所）

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 敬老の日
定休日（農産物直売所）

21 火

22 水

23 木 秋分の日

24 金

25 土

26 日

27 月 定休日（農産物直売所）

28 火

29 水

30 木

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
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ステージ別の優遇内容と回数※
自身のステージはJAネットバンクログイン画面で確認いただけます！ 特典対象取引とポイント ※下記合計点により、お客様のステージが決定いたします。

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
当組合では、誠に勝手ながら以下のとおり提携コンビニＡＴＭ利用手数料の改定を予定しております。
今後とも、当組合ではサービスの充実を図り、お客様のご満足や利便性の向上に努めてまいりますので、
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

2021年10月1日（金）より改定となる手数料（消費税込み） ※セブン銀行・ローソン銀行・イーネットの
　ＡＴＭ利用手数料

なお、2021年9月25日より、お客様の取引状況に応じて提携コンビニＡＴＭ・ゆうちょ銀行ＡＴＭ利用
手数料等を優遇するサービス「ＪＡバンク富山優遇プログラム」が開始となります。詳細につきましては
ＪＡ店舗窓口にお尋ねください。

提携コンビニATM利用手数料改定のお知らせ

広報
編集/発行　なのはな農業協同組合　企画総務部　〒931-8540（個別番号） 富山県富山市豊田本町3-18-21　TEL（076）438-2211
印刷/いおざき印刷株式会社

No.330　令和3年9月1日発行 JAなのはなホームページアドレス http://www.nanohana.or.jp


